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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

　

今
回
は
勝
山
町
で
初
め
て
行
わ
れ
た
成
人

式
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
21
年
（
１
９
４
８
）、
祝
日
法
の
公

布
に
よ
り
、「
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
み
ず
か
ら
生
き
抜
く
こ
う
と
す
る
青
年
を

祝
い
励
ま
す
」
の
趣
旨
で
、
翌
年
か
ら
１
月

15
日
は
成
人
の
日
と
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
か
ら
は
１
月
第
２

月
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。

　

15
日
に
さ
れ
た
の
は
こ
の
日
が
小
正
月
に

あ
た
り
元
服
式
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
で
あ

る
。
近
世
の
庶
民
社
会
で
は
烏
帽
子
（
名
替

え
）
祝
と
称
し
、
男
子
は
15
歳
に
な
る
と
一

人
前
の
若
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
２
月
に

行
わ
れ
る
滝
波
の
お
面
さ
ん
祭
り
も
こ
の
行

事
を
含
ん
で
い
る
。

　
「
町
の
新
聞
」
に
昭
和
24
年
の
初
め
て
の

成
人
式
（
写
真
は
翌
年
の
も
の
）
の
様
子
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
青
年

式
青
年
祭
」
と
銘
打
ち
、
町
立
公
民
館
に
青

年
団
・
婦
人
会
共
催
の
下
に
男
２
４
７
人
、

女
２
２
６
人
の
成
人
が
集
っ
た
。
ま
た
、
県

会
議
員
・
県
教
育
委
員
・
町
会
議
員
・
青
年
団
・

婦
人
会
員
ら
が
多
数
参
列
し
、
式
典
に
始
ま

り
会
食
や
弁
論
大
会
、
慰
安
行
事
な
ど
が
行

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

町
村
を
問
わ
ず
昭
和
初
期
か
ら
青
年
会
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
15
歳
前
後
に

入
会
し
町
村
の
各
種
行
事
の
中
心
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
た
。
戦
後
は
女
子
も
加
わ
り
青

年
団
と
し
て
再
結
成
さ
れ
昭
和
30
年
代
後
半

ま
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
。
記
事
に
見
る

よ
う
に
成
人
式
で
も
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
元
禄
青
年
会
の
「
記
録
簿
」

に
も
当
日
の
様
子
を
伝
え
る
記

事
が
あ
る
。「
１
月
15
日　

成
人

の
日　

今
年
始
メ
テ
祝
祭
日
ニ

成
（
制
）
定
サ
レ
タ
成
人
ノ
日
、

公
民
館
ニ
於
テ
成
年
ニ
達
シ
タ

男
女
二
百
三
十
名
一
同
合
シ
テ
、

人
生
ノ
門
出
ノ
意
義
ア
ル
一
日

ヲ
得
タ
。
午
後
青
年
会
主
催
ノ

成
年
慰
安
祭
ヲ
催
サ
レ
タ
」

今
回
は
勝
山
勝
山
町
で
初
め
て
行
わ
れ
た
成

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　
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昭和25年の成人式昭和25年の成人式

昨年の成人式昨年の成人式

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　第15回目は、昨年の6月に大
阪府からご家族でＩターンした
矢原さんにお話を伺いました。
▶ Ｉターンしたきっかけは
　県立恐竜博物館で働くため、
勝山へ移住しました。
　移住する前は、埋蔵文化財の
発掘などの仕事に就いていまし
たが、子どもの頃から恐竜が大
好きで、いつかは恐竜に関する
仕事がしたいという思いが心の
中にありました。転職は、家族
がいる中とても悩みましたが、
チャンスだと思い、恐竜博物館
で働くことに決めました。
▶ 県立恐竜博物館での仕事はい
かがですか

　夏から秋にかけては、化石発

掘体験広場で化石の解説などを
し、冬期は、発掘された化石の
分類や整理作業をしています。
　化石や恐竜については、学ば
なければならないことばかりで
すが、やりたかった分野の仕事
で、職場の方々の助けもあり、
とても楽しくやりがいを持って
働くことができています。
　恐竜の魅力は、「未知」な部
分がまだまだ沢山残っていると
ころだと思います。分からない
世界について考えていくこと
は、とてもワクワクします。
▶勝山での生活はいかがですか
　地区の方に誘われて、祭りで
神輿を担ぎました。大阪では経
験できなかったことなので、と

ても良い経験になりました。ま
た、現在の家に畑があったので、
ダイコンや白菜、オクラなどの
野菜作りに挑戦し、近所の方の
助けもあり、たくさんの農作物
を収穫できました。今後は、趣
味のチェロやスポーツを楽しん
だり、勝山でしかできない、新
しいことに取り組めたらと思っ
ています。
　寒い冬には、少し不安があり
ますが、勝山に移住し、恐竜に
携われてとても良かったと思っ
ています。

恐竜を想い続けて
勝山へ

矢
や
原
はら
　武
たける
さん（40歳）

＝芳野町2＝
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件数内訳 平成30年12月末 前年比

総件数 ４２４件 －６７件

人身事故
（うち高齢者）

１６件
（８）

－１１件
（－４）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

－１人
（±０）

傷　者 １７人 －１３人

物損事故 ４０８件 －５６件

1月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,149人 7 －17 －10 9 －15 －6 11,133人 －16人
女 12,241人 7 －11 ―4 16 －21 －5 12,232人 －9人

合　計 23,390人 14 －28 －14 25 －36 －11 23,365人 －25人
世帯数 7,970世帯 7,979世帯 9世帯

人口の動き

市・県民税▶第４期　　国民健康保険税▶第４期
納期限▶１月31日㈭　口座振替▶１月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
『つながるCafe ～認知症Cafe ～』
　「つながるカフェ」と
は、認知症の方やそのご
家族、認知症に関心のあ
る方など、どなたでも気
軽に集まって、相談したり交流できる場です。
　看護師や介護の専門家なども参加しています。
気軽に話し合いながら、気分転換しましょう！
～1月のつながるCafe ～
と　き▶1月26日㈯　午前10時～正午
内　容▶ミニフラワー作品つくり　参加費▶無料
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆ 懐かしい正月遊び展
　昭和の時代に親しまれた「凧」「かるた」などを
展示いたします。
展示期間▶1月15日㈫～27日㈰
※20日㈰は教育会館休館日です

◆ 刺し子作品三人展
　無地の布地に糸で
図柄を縫いこむ、日
本伝統の刺繍。幾何
学的な美しい模様が
目を惹きます。
展示期間▶1月28日㈪～2月11日（月・祝）

問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800
申・問

～地域のお子さんの
すこやかな成長のために～

子育て中は不安だったり助けが欲しかったり･･･
保健推進員は「地域の子育て相談役」として赤ちゃんの生まれた家庭の訪問をしています。
市の子育て世代包括支援センター（すこやか内）と協力してお子さんの成長を見守ります。

すこやかフェスタで
赤ちゃん写真展

　家族みんなで見に来て会話
が弾みます。家族の絆も強く
したい！と思っています。

子育て中のお母さんと
子育て講座に参加

　お母さんに聞かれたときに
アドバイスできるように勉強
しています。

小学校で
命の教室のお手伝い

　「あなたたちも大切に育てら
れてきたのよ」赤ちゃんへの
接し方を伝えます。

保健推進員活動紹介


